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事 業 名 

事業主体及び 

提案者 

１３ 新渋谷中学校地域交流館の新しい公共づくりに基づく企画運営事業

特定非営利活動法人 かながわ環境教育研究会 
代表 渡辺敦 

事 業 内 容 

(詳細は別添資料

企画書概要、再提

案概要のとおり) 

「どういう問題を解決しようとしているか」 

Step1：市民と共に行う地域交流館の機能・ソフト企画、運営方法の検討事業（平

成 15 年度） 
新渋谷中学校の地域交流館の機能について、従来の社会教育的地域交流機能に

加え、子ども同士の支えあいや、国際交流、環境教育・環境学習の面で充実した

ソフトや人的ネットワーク、機材を充実した、学校教育を地域が支えるモデル事

業の実践の場としての機能を付加する。機能的な特徴を持った交流の場作りとも

言える。このために必要な、ソフト、設備、機材などを地域、家庭、専門家、教

育委員会、行政が持てる力を出し合い検討し、計画を策定する。合わせて、その

望ましい運営方法を検討し提案する。「新しい公共の創造」という概念が学校を

中心に具体化するモデル事業として推進する。 
Step2：パートナーシップによる地域交流館の開設準備事業（平成 15 年度） 
 Step1 に基づき決定された、ソフト、設備、機材等の詳細の準備をパートナー

シップにより行う。 
Step3：地域交流館の運営事業 
Step1で検討の結果得られた運営方法による地域交流館の運営事業を実施する。

（平成16年度） 

協働の内容 「具体的な協働の項目」 

 本事業は、パートナーシップにより検討委員会を中心に行われるが、その中で

特に各セクター毎に重要な役割を以下に列挙する。 

市民・市

民活動団

体の役割 

関係すべき市民委員の募集。関連する市民・事業者の支援・協力要請。 
先進事例の調査研究、ソフト、整備すべき設備、機材等のアイデア

の提案。 

交流館や事業の市民運営基盤の検討と整備。 
事業提案書の作成。 

大和市の

役割 
調査研究活動の支援。 
企画立案に関わる教育委員会、行政関連部門、事業者等との調整。 
市施設（地域交流館、学校等）の提供。 
事業に関連する広報活動。 
事業実施に関わる教育委員会、行政関連部門、事業者等との調整。 
H16年度以降の事業計画提案と予算の確保。  

審 査 内 容 

(評価結果) 

 

 実現性が高い 熟度を高める

必要がある 

実現すること

が難しい 

提案者 ○   

行政所管課 ○生涯学習ｾﾝﾀｰ 

○教育研究所 

  

担当推進委員 ○   

コ メ ン ト 
（公開審査時） 

・本当に具体化できるのか？期待だけではダメ！ 

公開審査後の 

経過 

・提案者と生涯学習センターで調整が行われた。特別教室開放推進委員

会で中身を検討していくが、この中に市民側の意見をとり入れる方向

で進めることが確認されている。 

協働推進会議の 

意見 

・公開審査後の経過も踏まえて、具体的な協働事業として進めていただ

きたい。 

具体的に検討を

要請する事項 

上記の意見を踏まえて、協働事業として実現に取り組んでいただきた

い。そのため、次の点について検討いただきたい。 

・協働事業とする具体的な内容と役割分担 

・今後の進め方（実施時期） 


